
誰
も
が
「
米
ど
こ
ろ
」
と
し
て
知

る
新
潟
県
。
米
の
作
付
面
積
・

収
穫
量
お
よ
び
農
業
出
荷
額
は
い
ず
れ

も
全
国
１
位
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
表
さ

れ
る
新
潟
米
は
、
全
国
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
誇
る
。

稲
作
で
有
名
な
新
潟
県
だ
が
、
海
岸

に
広
が
る
砂
丘
地
か
ら
山
間
高
冷
地
ま

で
の
特
色
あ
る
立
地
条
件
を
活
か
し
て

多
様
な
品
目
の
野
菜
も
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
県
内
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
中

に
は
生
産
量
全
国
３
位
（
平
成
２４
年
）

の
え
だ
ま
め
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
品
目
も
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
肥
沃
な
大
地
と
気
候
条
件

に
恵
ま
れ
た
新
潟
県
は
、
古
く
か
ら
落

葉
果
樹
の
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ

る
。
西
洋
梨
の
収
穫
量
は
全
国
３
位

（
平
成
２４
年
）
で
あ
り
、
近
年
で
は
西

洋
梨
の
貴
婦
人
と
呼
ば
れ
る
「
ル
・
レ

ク
チ
エ
」
が
新
潟
の
名
産
品
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
る
。

東
京
の
拠
点
を
活
用
し
て

首
都
圏
で
も
販
路
開
拓
支
援

第
四
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た
新
潟
県

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
食
品
関
連

分
野
の
活
性
化
を
目
指
し
て
「
に
い
が

た
食
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
。
営

業
統
括
部
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
室
に

農
業
・
食
品
担
当
者
を
配
置
し
、「
し

ょ
く
エ
コ
プ
ラ
ス
！
」
な
ど
各
種
展
示

商
談
会
の
開
催
、「
に
い
が
た
ブ
ラ
ン

ド
向
上
委
員
会
」
に
よ
る
企
業
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
支
援
、「
だ
い
し
食
品
産
業

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
を
通
じ
た
６
次
産

業
化
支
援
な
ど
、
様
々
な
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
２４
年
５
月
に
は
、
東
京
日
本
橋

の
東
京
支
店
ビ
ル
に
レ
ン
タ
ル
展
示
商

談
ス
ペ
ー
ス
「
ブ
リ
ッ
ジ
に
い
が
た
」

を
開
設
。
三
越
本
店
前
と
い
う
好
立
地

を
活
か
し
、
首
都
圏
で
の
販
路
開
拓
も

強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

「
私
ど
も
第
四
銀
行
に
お
け
る
農
業
分

野
へ
の
取
組
み
は
、
平
成
１７
年
に
農
林

漁
業
金
融
公
庫
（
現
・
日
本
政
策
金
融

公
庫
農
林
水
産
事
業
）
と
の
間
で
始
め

た
人
事
交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

銀
行
の
得
意
分
野
で
あ
る
販
路
開
拓
・

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
、
農
業
者
向
け
専

用
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
、
外
部
専
門
家
と

連
携
し
た
経
営
支
援
な
ど
を
続
け
る
中

で
、
農
業
と
食
品
と
を
融
合
さ
せ
た

『
に
い
が
た
食
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の

展
開
に
至
り
ま
し
た
。
昨
今
で
は
、
新

潟
市
が
農
業
の
国
家
戦
略
特
区
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
で
県
外
か
ら
も
注
目
が
集

ま
っ
て
お
り
、
よ
り
一
層
取
組
み
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」（
西
山
豊
・
営
業
統
括
部
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
室
上
席
調
査
役
）

西
山
上
席
調
査
役
が
こ
う
話
す
と
お

り
、
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
を
受
け

て
、
新
潟
の
農
業
は
ま
す
ま
す
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。

国
家
戦
略
特
区
と
は
、
国
が
成
長
戦

略
の
柱
と
し
て
掲
げ
る
経
済
特
別
区

域
。
特
定
の
地
域
や
分
野
を
限
定
し
て

規
制
緩
和
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
行

う
こ
と
で
、
企
業
の
投
資
や
人
材
を
呼

び
込
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

す
政
策
で
あ
る
。

新
潟
市
は
こ
の
う
ち
「
革
新
的
農
業

実
践
特
区
」（
以
下
、
農
業
特
区
）
に

選
定
さ
れ
、
農
業
の
生
産
性
向
上
お
よ

び
農
産
物
・
食
品
の
高
付
加
価
値
化
を

実
現
し
、
農
業
の
国
際
競
争
力
の
た
め

の
拠
点
形
成
と
農
業
分
野
の
創
業
、
雇

用
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

各
種
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て

異
業
種
か
ら
の
参
入
が
増
加

西
山
上
席
調
査
役
は
「
農
業
特
区
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
銀
行
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
拡
大
し
た
」
と
話
す

が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

か
。
農
業
特
区
に
係
る
区
域
計
画
で
認

定
さ
れ
た
「
特
定
事
業
（
規
制
緩

和
）」
の
概
要
と
と
も
に
見
て
い
く
。

�
農
業
生
産
法
人
に
係
る
農
地
法
等
の

特
例
（
農
業
生
産
法
人
の
役
員
要
件
の

緩
和
）

従
来
は
、
役
員
の
半
数
以
上
が
農
家

で
な
け
れ
ば
農
業
法
人
を
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
農
業
特
区
で

は
こ
の
要
件
が
一
人
以
上
に
緩
和
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
異
業
種
か
ら
の
農
業

参
入
が
し
や
す
く
な
り
、
す
で
に
ロ
ー

ソ
ン
な
ど
大
手
企
業
も
新
潟
市
で
の
農

業
参
入
を
表
明
し
て
い
る
。

第
四
銀
行
に
も
、
県
内
外
の
企
業
か

ら
「
新
潟
市
で
農
業
を
始
め
た
い
」
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
農
家
の
紹
介
な
ど
マ
ッ

チ
ン
グ
に
つ
な
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

�
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
設
置
に
係
る
特
例

農
用
地
に
は
原
則
、
畜
舎
や
農
機
具

格
納
庫
、
直
売
所
等
の
農
業
用
施
設
し

か
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し

農
業
特
区
で
は
こ
の
要
件
が
緩
和
さ

れ
、
農
用
地
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建

築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
６
次
産
業
化
の
一
手
段
と
し

て
、
自
分
で
作
っ
た
農
作
物
を
レ
ス
ト

ラ
ン
で
提
供
し
た
い
と
考
え
る
農
家
が

増
え
て
い
る
。

第
四
銀
行
で
は
、
こ
う
し
た
農
家
に

対
す
る
金
融
面
の
支
援
や
事
業
計
画
の

策
定
支
援
、
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
提
案
な
ど
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。

商
工
業
お
よ
び
農
業
資
金
を

一
括
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
に

�
農
業
へ
の
信
用
保
証
制
度
の
適
用＝

「
新
潟
市
ア
グ
リ
特
区
保
証
制
度
資

金
」
の
創
設

従
来
、
農
業
資
金
に
つ
い
て
は
信
用

保
証
協
会
の
保
証
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
農
業
特
区
の
指
定
に
伴
っ

て
創
設
さ
れ
た
「
新
潟
市
ア
グ
リ
特
区

保
証
制
度
資
金
」（
図
表
）
で
は
、
商

工
業
と
と
も
に
新
潟
市
内
で
農
業
を
営

む
場
合
、
農
業
資
金
に
つ
い
て
も
信
用

保
証
協
会
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
。

制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
商
工
業
の
資

新
潟
市
が
農
業
の
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
県

外
か
ら
も
高
い
注
目
を
集
め
る
新
潟
県
。
地
域
金
融
機
関
に
求
め

ら
れ
る
役
割
も
増
え
る
中
、
各
種
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
行

う
第
四
銀
行
の
取
組
み
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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第四銀行

レ
ポ
ー
ト
●
先
進
行
に
み
る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
取
引
推
進
の
取
組
み

農
業
資
金
も
一
括
で
調
達
可
能
な

ア
グ
リ
特
区
保
証
制
度
を
推
進

●新潟市アグリ特区保証制度資金の概要

商工業とともに、新潟市内において農業を
営む中小企業者、農事組合法人、個人

商工業と共に新潟市内で営む農業の実施に
必要な事業資金（商工業の実施に必要な運転
資金および設備資金と混在する資金を含む）
※商工業資金のみの場合は対象となりません

運転資金：１０年以内（うち据置期間２年以内）
設備資金：１５年以内（うち据置期間２年以内）

償還期間５年以内：年１．６％
償還期間５年超え：年１．８％

一事業者 ３億５０００万円

新潟県信用保証協会の信用保証付き

借入金額に対し０．８％

取扱金融機関および新潟信用保証協会の定
めるところによる

原則として法人代表者のみ

・融資額１０００万円以内：保証料の１００％を
補助
・融資額１０００万円超え５０００万円以内：保証
料の５０％を補助

対 象 者

資 金 使 途

償 還 期 間

貸 付 利 率
（ 固 定 ）

貸付限度額

信 用 保 証

保 証 料 率

担 保

保 証 人

保証料補助

44２０１５・５月１５日号

アグリビジネスの取引拡大に
どう取り組むか

２０１５・５月１５日号

ワイド特集
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